
環境に配慮した砥部焼
－ 環境負荷低減型砥部焼開発研究 （Ｈ２０～２１）－

本研究は、環境負荷低減型砥部焼開発研究費により実施しました。

愛媛県産業技術研究所 窯業技術センター 主任研究員 大塚 和弘

砥部焼の焼成時に使用するガス量及び焼成時に発生するＣＯ２排出量の削減を
目的として、従来よりも低い温度で焼成可能な砥部焼の開発を行いました。

○1230℃で焼成を行うことが可能な、新たな砥部焼を開発しました。
○新開発品は従来の1300℃焼成時に比べて24％の焼成用ガス燃料を削減でき、
その強度も従来品を上回るものとなりました。

○今後は、1200℃での焼成を可能とすることによって、焼成用ガス燃料を
３割削減した「環境負荷低減型砥部焼」の開発を目指します。
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焼成時のガス使用量 各試験体の曲げ強度

釉薬の熔融状況（1230℃焼成） 試作品写真（1230℃焼成）

1300℃焼成時 1230℃焼成時
1300℃焼成体
（従来坏土）

1230℃焼成体
（新開発坏土）

1230℃焼成体
（従来坏土）

従来の釉薬 新開発釉薬

一部未熔融 熔融

24％の削減 従来と同等以上の強度


